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周波数調整機能Ⅰ-aの必要量算出について
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時間内変動

平
均

電源脱落直後（瞬時の対応）

• 残余需要（需要ー再エネ）の
30分コマの平均値からの偏差

予測誤差

• 残余需要（需要ー再エネ）の
実績と想定の差

• GC以降の予測誤差の一部は
周波数調整機能が必要

• 同一周波数連系系統の系統容量
に対する単機最大ユニット容量比率

安定供給には、必要な予備力・調整力の確実な調達と的確な運用が必須である。
特に、出力変動を伴う太陽光発電等の大量連系が見込まれるため、需要の変動・想定
誤差に再エネの出力変動・想定誤差も考慮の上、必要な調整力を評価し、確保する必
要がある。

１．実需給断面における需給変動対応の要素と調整力

実需給断面で調整すべき要素を以下の３項目に分類する。



©TEPCO Power Grid, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 3

各要素の試算方法と周波数調整機能の要否は、以下のとおり。

２．各要素に対する周波数調整機能の要否について

前々日配分

送配電GC前予測 実績

【FIT】

送配電GC前既知分

実需必要量
必要量全体

送配電GC前予測

実績

【残余需要】
送配電GC前予測誤差
FIT分誤差も含む
(左図「実需必要量」部分含む)

考え方と試算方法 電源分類 周波数調整機能要否 領域

電源脱落直後
（瞬動予備力）

• 単機最大ユニット脱落直後に対応
• 同一周波数連系系統の系統容量に対する
単機最大ユニット容量比率から算出

Ⅰ-a
• 電源脱落時に早期に周波数を適正に維
持するために瞬時の応動が必要である
ことから、周波数調整機能は必要

ＧＦ領域

時間内変動
• 残余需要実績と30分平均値との偏差を

30分毎に算出(年間3σ値より算出)
Ⅰ-a

• 時々刻々変化する需要に対する出力変
動にあたる部分

• 30分平均値との差であり、この部分を
調整するためにはオンラインかつ調整
機能が求められる。

• 30分以下の変動を全て含んでいるため
将来はさらに細分化の必要がある。

GF、
ＬＦＣ、
ＤＰＣ
領域

予測誤差

• FIT前々日配分値と実績値の差分および
ＧＣ時点の送配電需要予測と実績との誤
差

Ⅰ-b
(一部はⅠ-a)

• FIT想定誤差のうち前々日配分値と一般
送配電事業者のＧＣ前予測との差分に
ついては、事前に把握できることから
周波数調整機能は不要と考えられる。

• 30分コマ内で発生する再エネ・需要予
測誤差については、予測不能なもので
あり周波数調整機能が必要。

DPC領域
（一部に
ＬＦＣが必
要か）
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【参考】電源脱落αの考え方

50Hz

60Hz

【60Hz地域】

系統容量：8,635万kW

単機最大：138万kW

系統容量に占める割合：1.6%

【50Hz地域】

系統容量：6,988万kW

単機最大：135万6千kW

系統容量に占める割合：1.9％

系統容量は平成28年度供給計画における当該年度見通し
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【参考】予測誤差のうち周波数調整機能が必要な量の算出方法について

時間内変動

a：計画から事前に把握できる出力上昇分

想定

実績

予測誤差

a

当該コマの予測誤差

予測誤差のうち
前コマまでに
調整済みの部分

30分内に発生する
予測誤差
周波数調整機能が
必要な部分

予測誤差のうち周波数調整機能が
必要な部分について

考え方

予測誤差は想定したタイミングから実績と
の差分となっているが、実運用としては、
当該コマの時点で前コマの予測誤差の部分
は対応済みであると考えられる。
このため当該30分コマ内の予測誤差は当該

コマの予測誤差から前コマの予測誤差を除
いた分となる。

30分コマで発生する予測誤差については周
波数調整機能が必要
現状30分コマ以下の計画がないため、これ

以上細かい時間で誤差を切り分けることが
出来ないが、30分コマ内の予測誤差は30分

の中でいつどのように発生するか予測でき
ないもの。

（需要変動や天候・気温の変動で発生する
ものであり30分コマの最初で発生するかも

しれないし、最後の数分で発生する可能性
もある）

このため、事前に調整することは不可能。
自動で対応せざるを得ない部分であり周波
数調整機能が必要となる。

当該30分コマ前30分コマ 後30分コマ

前コマの予測誤差分は
BGによる調整もしくは
電源ⅡないしⅢで調整済み

前コマの予測誤差
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３．H28年度4月～7月実績での算出結果（全時間帯3σ値）

時間内変動

予測誤差

電源脱落
1.9％

6.2%

周波数
調整機能
必要量
7.2 %

2.8%

電源ⅠⅡⅢへの給電指令や
他エリアからの応援融通
により対応することも可能なもの

2.5%

時間内変動

平
均

電源脱落直後（瞬時の対応）

• 残余需要（需要ー再エネ）の
30分コマの平均値からの偏差

予測誤差

• 残余需要（需要ー再エネ）の
実績と想定の差

• GC以降の予測誤差の一部は
周波数調整機能が必要

• 同一周波数連系系統の系統容量
に対する単機最大ユニット容量比率
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【参考】発動回数制限および継続時間制限のある電源等を導入する場合の
信頼度への影響試算シミュレーション結果 ※

【制限あり電源等の要件】

発動回数：３[回/月]

継続時間：３[時間/回]

※東京エリア単独

制限あり電源の割合
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【参考】将来の周波数調整機能必要量の分類について

電源脱落(瞬時)

時間内変動

予測誤差

GF

LFC

DPC

周波数調整機能
なし

30分コマ内で
発生する予測誤差

今回は時間内変動は残余需要の実績と
30分平均値の偏差から算出しており、
細かい変動も含めて全てを時間内変動
として必要量を算出している。
これは、電源Ⅰ-a契約電源がGF・LFC

・DPC機能の全てを具備しているため
に可能な分析手法である。

将来、発電機の機能毎に（GF・LFC・
DPC）必要量を算出する場合には、
時間内変動をそれぞれの機能に対応す
る成分毎に分割して分析する必要があ
り、募集量としても単純加算すること
が必要。

※30分コマ内で発生する予測誤差につ
いても同様。

平均値

残余需要実績

30分コマ

時間内変動

今回算出方法
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【参考】一般送配電事業者が確保すべき単機の予備力

2015.07.24_第3回 調整力等に関する委員会 資料抜粋
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【参考】一般送配電事業者が確保すべき単機の予備力

2015.07.24_第3回 調整力等に関する委員会 資料抜粋
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【参考】一般送配電事業者が確保すべき単機の予備力

2015.07.24_第3回 調整力等に関する委員会 資料抜粋
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